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一
、
は
じ
め
に

石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
炭
鉱
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
閉
山
を
迎

え
て
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、
炭
鉱
離
職
者
た
ち
の
生
活
再
建
が
難
航
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
制
定
さ
れ
た
炭
鉱
離
職
者
臨
時

措
置
法
や
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
発
足
し
た
雇
用
促
進
事
業
団
が
あ
っ
た
も

の
の
、
一
九
六
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
特
に
そ
れ
は
深
刻
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
い
う
状
況
下
で
あ
っ
た
た
め
に
同
じ
業
種
で
あ
る
他
炭
鉱
の
職
を

み
つ
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
や
、
炭
鉱
で
働
い
て
い
た
労
働
者
が
他
業
種
の

現
場
の
労
働
者
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
幸
い
に
職
を
得
た
者
た
ち
で
あ
っ
て
も
、
重
筋
労
働
や
深
夜
労
働
な
ど
過

酷
な
労
働
現
場
へ
と
入
っ
て
い
く
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
中
高
年
の
炭
鉱
離
職
者
た
ち
の
再
就
職
は
こ
と
さ
ら
に
難
航
し
、
旧
産
炭
地
で

は
生
活
保
護
の
受
給
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
後
の
全
国
的
な
動
向
の
な
か
で
例
外
的
な
動
き
を
み

（
１
）

（
２
）

（
３
）

せ
た
の
が
、
雄
別
炭
礦
が
閉
山
し
た
際
の
事
例
で
あ
る
。

雄
別
炭
礦
と
は
、
北
海
道
阿
寒
郡
阿
寒
町
（
現
・
釧
路
市
）
に
あ
っ
た
炭
鉱
で
あ

る
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
よ
り
芝
義
太
郎
が
経
営
し
て
い
た
北
海
炭
礦
鉄
道

株
式
会
社
に
よ
っ
て
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
経
営
難
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
に
は
三
菱
鉱
業
に
よ
っ
て
会
社
ご
と
買
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
子
会
社
の
雄

別
炭
礦
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
尺
別
炭
礦
を
、
一
九

三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
は
茂
尻
炭
礦
を
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
は
浦
幌

炭
礦
を
そ
れ
ぞ
れ
買
収
し
て
経
営
拡
大
を
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
財
閥
解

体
に
よ
っ
て
三
菱
鉱
業
か
ら
分
離
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
浦
幌
炭
礦
が
閉
山
す
る
一
方
で
、
一
九

五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
子
会
社
の
釧
路
製
作
所
を
設
立
し
た
り
、
一
九
五
七
（
昭

和
三
二
）
年
に
は
上
茶
路
鉱
区
の
開
発
を
は
じ
め
た
り
す
る
と
と
も
に
、
一
九
五
九

（
昭
和
三
四
）
年
に
は
鉄
道
部
門
（
雄
別
鉄
道
株
式
会
社
）
と
炭
礦
部
門
（
雄
別
炭
礦

株
式
会
社
）
の
切
り
離
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
坑
内
の
機
械
化
が
す
す
め

ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
は
雄
別
炭
礦
は
出
炭

（
４
）

【
論
説
】
閉
山
後
の
雄
別
炭
礦
か
ら
の
労
働
移
動
に
つ
い
て
の
分
析　
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量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
も
の
の
、
翌
年
下
期
か
ら
は
転
じ
て
無
配
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
茂
尻
炭
礦
で
爆
発
事
故
が
起
こ
る
と
経
営
は
さ

ら
に
苦
し
く
な
っ
て
い
き
、
茂
尻
炭
礦
の
経
営
を
本
体
か
ら
切
り
離
し
て
い
る
。

雄
別
炭
礦
の
閉
山
に
つ
い
て
は
、
三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）
で
か
な
り
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
一
部
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
倒
産
に
よ
る
閉
山
で
は
な
く
、
一
九

七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
三
月
に
不
渡
手
形
の
出
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、

二
月
中
に
会
社
を
自
主
解
散
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
三

輪
紀
元
は
会
社
解
散
に
あ
た
っ
て
の
清
算
業
務
を
担
当
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
回
顧

録
と
し
て
、
三
ヶ
月
間
と
い
う
短
期
間
の
清
算
期
間
で
労
働
者
た
ち
の
再
就
職
を
行
っ

た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
三
輪
紀
元
は
ま
た
、
嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
一
三
）
な
ど
に

よ
り
な
が
ら
、
雄
別
炭
礦
の
再
就
職
率
が
他
炭
鉱
と
比
べ
て
か
な
り
高
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
両
者
に
よ
る
調
査
を
踏
ま
え
る
と
、
雄
別
炭
礦
の
場
合
に
は
閉
山
後
五

〇
日
後
の
再
就
職
率
は
八
五
％
、
七
三
日
後
の
再
就
職
率
は
九
〇
％
強
、
九
〇
日
後

の
再
就
職
率
は
九
四
％
、
一
年
後
の
再
就
職
率
は
九
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
短
期
間
で
の
高
い
再
就
職
率
に
つ
い
て
、
三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）

は
閉
山
か
ら
社
宅
の
閉
鎖
ま
で
に
三
ヶ
月
間
と
い
う
期
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
過
ぎ
る
と
釧
路
市
内
へ
と
転
居
し
て
再
就
職
活
動
に
当
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
た

め
、
会
社
側
も
労
働
者
側
も
再
就
職
を
急
い
だ
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
一

方
で
石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）
で
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
一
月
の
閉
山

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
阪
万
博
の
開
幕
直
前
で
あ
り
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
人
手

不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
た
め
に
「
求
人
合
戦
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し

て
い
る
。
実
態
は
、
こ
の
両
者
の
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間

で
の
高
い
再
就
職
率
が
実
現
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
動
向
の
中
で
、
本
稿
に
引
き
付
け
て
注
目
す
べ
き
研
究
は
畑
山
直

（
５
）

（
６
）

子
（
二
〇
二
〇
）
お
よ
び
笠
原
良
太
（
二
〇
二
二
、
第
五
章
）
で
あ
る
。
畑
山
直
子

の
研
究
は
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
う
ち
尺
別
炭
礦
の
離
職
者
八
一
一
名
に
つ
い
て
、

閉
山
か
ら
五
ヶ
月
後
の
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
八
月
末
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
笠
原
良
太
の
研
究
は
、
お
な
じ
く
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
う
ち

尺
別
炭
礦
の
離
職
者
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、
閉
山
か
ら
七
ヶ
月
後
の
一
九
七
〇

（
昭
和
四
五
）
年
一
〇
月
段
階
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

笠
原
良
太
は
そ
の
分
析
を
す
る
う
え
で
、
そ
の
父
親
た
ち
八
一
一
名
の
離
職
後
の
動

向
に
つ
い
て
の
分
析
も
行
な
っ
て
い
る
。

両
者
の
分
析
結
果
は
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
北
海
道
内

で
の
就
職
が
三
分
の
一
ほ
ど
、
北
海
道
外
で
の
就
職
が
約
五
割
強
、
不
明
が
約
一
五
％

と
い
う
数
値
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
具
体
的
な
再
就
職
先
と
し
て
は
、
北
海
道

内
で
は
三
菱
系
の
炭
鉱
が
大
き
く
抜
き
ん
で
つ
つ
住
友
・
三
井
系
の
炭
鉱
が
そ
れ
に

つ
づ
き
、
北
海
道
外
で
は
富
士
パ
ル
プ
・
常
石
造
船
・
ト
ビ
ー
工
業
・
日
産
自
動
車
・

三
井
造
船
な
ど
が
上
位
に
並
ん
で
い
る
。

さ
て
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
閉
山
を
め
ぐ
る
研
究
史
は
以
上
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
傘
下
の
炭
礦
と
し
て
の
雄
別
炭
礦
を
離
職
し
た
炭
鉱
労

働
者
た
ち
の
再
就
職
先
に
関
す
る
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
時
期
の
北
海

道
の
炭
鉱
離
職
者
の
再
就
職
先
に
つ
い
て
は
、
市
原
博
（
一
九
九
七
）
や
嶋
﨑
尚
子

（
二
〇
一
三
）
に
よ
っ
て
「
炭
鉱
復
帰
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
再
就
職
先
も
ビ
ル
ド

鉱
を
擁
す
る
炭
鉱
企
業
を
望
む
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
に
つ
い
て
紹
介
し
た
石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）
に

よ
る
と
炭
鉱
へ
の
再
就
職
を
望
む
者
は
一
割
に
過
ぎ
ず
、
炭
鉱
に
見
切
り
を
つ
け
て

道
内
の
他
産
業
へ
と
転
職
す
る
こ
と
を
望
む
者
が
多
か
っ
た
が
、
次
第
に
道
外
企
業

を
希
望
す
る
者
も
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
北
海
道
の
多
く
の
炭
鉱
離
職

（
７
）

（
８
）
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者
の
一
般
的
な
事
例
と
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
離
職
者
の
事
例
は
一
致
し
て
い
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
分
析
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
こ
の
度
、
畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
）
や
笠
原
良
太
（
二
〇
二
二
）
で
用
い

ら
れ
た
尺
別
炭
礦
の
デ
ー
タ
と
は
別
の
、
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
資
料
を
入
手
し
た
。

閉
山
時
の
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
に
は
雄
別
炭
礦
、
尺
別
炭
礦
、
上
茶
路
炭
礦
の
三
つ

の
炭
鉱
が
あ
っ
た
が
、
今
回
利
用
す
る
資
料
は
雄
別
炭
礦
と
上
茶
路
炭
礦
の
労
働
者

た
ち
（
お
よ
び
推
測
で
あ
る
が
釧
路
営
業
所
の
人
員
）
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
職
員
一
三
四
名
、
労
働
者
一
三
八
六
名
の
合
計
一
、五
二
〇
名
分
の
デ
ー
タ
で
あ

る
。
作
成
年
月
日
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
七
月
一
日
付
の
資
料
で
あ
る
が
、

デ
ー
タ
は
同
年
五
月
三
〇
日
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
の
分

析
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
特
徴

「
一
、
は
じ
め
に
」
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
は
戦
後
の
財
閥

解
体
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
会
社
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
の
会
社
の
性
格
に
つ
い
て
最

初
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
は
上
位
10
位
ま
で
の
大
株
主
に
つ
い
て

【
表
1
】
を
作
成
し
た
。
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
は
大
株
主
の
変
動
が
激
し
い
企
業
で
あ

る
が
、
本
稿
の
目
的
は
そ
の
所
有
の
詳
細
な
変
遷
を
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
五
年
ご
と
の
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
大
よ
そ
の
傾
向
を
確
認
し
て
お

く
に
留
め
る
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
デ
ー
タ
は
、
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
三
菱
財
閥
の
株

式
が
多
く
の
株
主
へ
と
移
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
一
九
五
五
（
昭

和
三
〇
）
年
、
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
年
、
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
、
そ
し
て
解
散

（
９
）

【表1】大株主一覧 （単位＝％）

順位
1950年 1955年 1960年 1965年 1969年

株主名 持株
比率 株主名 持株

比率 株主名 持株
比率 株主名 持株

比率 株主名 持株
比率

1 大和証券 29.20 東京海上
火災保険 6.25 雄別興産 14.48 東京海上

火災保険 7.04 東京海上
火災保険 7.04 

2 第百生命保険 3.40 釧路埠頭 4.33 釧路製作所 8.36 三菱鉱業 6.94 三菱鉱業 6.94 

3 中外証券 1.31 住友信託銀行 4.05 東京海上
火災保険 7.64 三菱銀行 3.82 三菱銀行 3.82 

4 昭光商事 1.00 静岡銀行 3.38 三菱鉱業 7.29 釧路埠頭 3.08 釧路埠頭 3.25 

5 吉田利和 0.55 三菱銀行 3.00 三菱銀行 3.82 東京瓦斯 3.00 三菱金属鉱業 2.77 

6 芝義太郎 0.51 東京瓦斯 3.00 雄別鉄道 3.47 三菱金属鉱業 2.77 三菱信託銀行 2.63 

7 末綱礎吉 0.50 大和証券 2.23 大和証券 3.11 三菱信託銀行 2.63 雄別興産 2.36 

8 廣松揆一郎 0.47 山一証券 1.77 遠山証券 3.02 雄別興産 1.59 東京瓦斯 1.97 

9 平澤利三 0.47 三菱信託銀行 1.51 東京瓦斯 3.00 雄別鉄道 1.58 雄別鉄道 1.64 

10 中山傳義 0.45 平和生命保険 1.41 三菱金属 2.08 住友信託銀行 1.41 日本郵船 1.58 

上位10社合計 37.86 上位10社合計 30.93 上位10社合計 56.27 上位10社合計 33.86 上位10社合計 34.00 

出典）�雄別炭礦鉄道株式会社（1950）2-3頁、同（1955）4頁、雄別炭礦株式会社（1960）3頁、同（1965）3頁、同（1969）3頁
より作成。
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直
前
の
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
大
き
く
い
っ
て
二
つ

の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
子
会
社
・
関
連
会
社
に
よ
る
持
ち
株
比
率
が

あ
る
程
度
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
釧
路
埠
頭
、
雄

別
興
産
、
釧
路
製
作
所
、
雄
別
鉄
道
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
の
持
株
比
率
の
合
計

は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
四
・
三
三
％
、
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
二
六
・

七
一
％
、
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
六
・
二
五
％
、
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
七
・

二
五
％
で
あ
っ
た
。

二
つ
目
の
点
は
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
企
業
に
よ
る
持
ち
株
比
率
も
あ
る
程
度
の
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
東
京
海
上
火
災
保
険
・
三
菱
銀
行
・

三
菱
鉱
業
・
三
菱
信
託
銀
行
・
三
菱
金
属
鉱
業
・
日
本
郵
船
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

そ
の
持
株
比
率
の
合
計
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
一
〇
・
七
六
％
、
六
〇

（
昭
和
三
五
）
年
に
二
〇
・
八
三
％
、
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
二
三
・
二
〇
％
、
六

九
（
昭
和
四
四
）
年
に
二
四
・
七
八
％
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
こ
の
デ
ー
タ
を
、
一
度
は
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
子
会
社
・
関
連
会
社
が

持
株
比
率
を
高
め
た
も
の
の
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
企
業
に
そ
れ
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
と

見
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
五
年
ご
と
の
デ
ー
タ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る

だ
け
で
あ
り
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
以
前
に
三
菱
グ
ル
ー
プ
企
業
の
持
株
比

率
が
高
い
年
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
両
者
の
持
株
比
率
の
合
計
が
、
一
九

五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
一
五
・
〇
九
％
、
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
四
七
・
五

四
％
、
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
二
九
・
四
五
％
、
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
三
二
・

〇
三
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
だ
け
と
し
よ
う
。
ち
な
み
に
閉
山
時
の
メ

イ
ン
バ
ン
ク
は
、
第
六
位
の
株
主
で
あ
る
三
菱
信
託
銀
行
で
あ
っ
た
。

続
い
て
【
表
2
】
お
よ
び
【
表
3
】
か
ら
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
経
営
陣
を
検
討

（
10
）

【表2】雄別炭礦の経営陣（1955年）
役職名 氏名 学歴 新卒時入社 社内の主な役職歴

取締役社長 末綱磯吉 京都帝大法科大学卒 三菱鉱業
（1918年） 常務取締役

取締役副社長 三原二郎 東京帝大工学部卒 三菱鉱業
（1919年）

常務取締役 廣松揆一郎 京都帝大工学部卒 山下汽船
（1923年）

茂尻礦業所長
技術部長

常務取締役 平澤利三 東京帝大法学部 九州炭礦汽船
（1926年） 総務部長

常務取締役
（雄別礦業所長）

片岡良太郎
（雄別礦業所長） 九州帝大工学部 三菱鉱業

（1927年） 雄別礦業所長

常務取締役
（技術部技師長） 太田秀一 東京帝大工学部卒 三菱鉱業

（1928年）
雄別礦業所副長
尺別礦業所長

取締役
（営業部長） 飯島延雄 東京商科大学卒 三菱鉱業

（1926年）
総務部副長
業務部長

常務取締役
（経理部長） 蒔田信夫 神戸高等商業卒 三菱鉱業

（1926年） 経理部長

監査役 浜田顕吉郎 京都帝大法科大学卒 三菱合資
（1915年）

監査役 矢部金作 東京帝大法科大学卒 三菱鉱業
（1918年）

出典）雄別炭礦株式会社（1955）5-6頁より作成。
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し
て
い
こ
う
。【
表

2
】
は
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
の
、

【
表
3
】
は
一
九
六

九
（
昭
和
四
四
）
の

閉
山
時
の
経
営
陣
で

あ
る
。
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
時

点
で
も
、
一
九
六
九

（
昭
和
四
四
）
年
時

点
で
も
そ
の
大
よ
そ

の
傾
向
は
一
致
し
て

い
る
。
戦
前
に
三
菱

鉱
業
に
入
社
し
た
者

が
大
半
で
あ
る
も
の

の
、
彼
ら
は
財
閥
解

体
と
と
も
に
雄
別
炭

礦
株
式
会
社
の
所
属

と
な
り
内
部
昇
進
を

遂
げ
た
者
た
ち
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、

一
九
五
五
（
昭
和
三

〇
）
年
の
三
原
二
郎

取
締
役
副
社
長
と
浜

田
顕
吉
郎
・
矢
部
金
作
の
両
監
査
役
は
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
で
の
勤
務
歴
は
な
く

三
菱
鉱
業
を
退
職
し
て
就
任
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）

年
の
廣
松
揆
一
郎
・
平
沢
利
三
の
両
常
務
取
締
役
は
山
下
汽
船
・
九
州
炭
礦
汽
船
に

新
卒
就
職
し
た
経
歴
を
持
つ
が
、
そ
の
後
に
勤
務
先
が
三
菱
鉱
業
に
吸
収
合
併
さ
れ

て
い
る
た
め
、
他
の
経
営
陣
と
同
様
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
時
点
と
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
時
点

の
経
営
陣
と
を
比
べ
た
際
に
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
の
経
営
陣
は
財
閥
解
体
時
か
そ
れ
か
ら
時
を
お
か
ず
し
て
三
菱
鉱
業
か
ら

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
へ
と
移
籍
し
た
者
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
雄
別

炭
礦
株
式
会
社
で
の
勤
務
歴
は
比
較
的
短
期
で
経
営
陣
に
就
任
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
葊
松
揆
一
郎
常
務
取
締
役
と
太
田
秀
一
取
締
役
（
技
術
部
技
師
長
）
の
二
名

を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
取
締
役
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）

年
の
経
営
陣
た
ち
は
社
内
で
の
あ
る
程
度
の
長
期
勤
続
と
内
部
昇
進
を
経
て
、
経
営

陣
へ
と
出
世
し
て
い
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
時
期
に
あ
っ
て
も
、
三
菱
鉱

業
採
用
組
が
経
営
陣
の
中
心
で
あ
っ
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
雄
別
炭
礦
株
式
会
社

で
の
勤
続
期
間
の
差
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
閉
山
時
の
経
営
陣
は
「
一

山
一
家
」
の
心
情
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
は
所
有
の
面
か
ら
い
え
ば
三
菱
の
影
響
は
そ
れ
ほ

ど
強
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
陣
は
三
菱
鉱
業
を
ル
ー
ツ
と
し
な
が
ら
、

戦
後
の
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
で
働
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
雄

別
炭
礦
株
式
会
社
の
子
会
社
な
ど
が
持
株
比
率
を
高
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
三
菱
グ

ル
ー
プ
が
持
株
比
率
を
高
め
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
三
菱
グ
ル
ー

プ
へ
の
帰
属
と
独
立
と
が
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
た
企
業
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

（
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）

（
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）

【表3】雄別炭礦の経営陣（1969年）
役職名 氏名 学歴 新卒時入社 社内の主な役職歴

取締役社長 岡田益十 東京帝大法学部卒 三菱鉱業
（1934年）

総務部長
取締役

常務取締役
（技術部技師長） 松永信義 東京帝大工学部卒 三菱鉱業

（1938年）
茂尻礦業所長
尺別炭砿長

常務取締役
（労働部長） 久江壬子 東京帝大経済学部卒 三菱鉱業

（1938年）
茂尻礦業所副長
総務部副長

常務取締役
（経理部長） 坂本栄五郎 東京商科大学卒 三菱鉱業

（1938年）
尺別礦業所副長
経理部副長

取締役
（営業部長） 貞苅　健 東京帝大法学部卒 三菱鉱業

（1940年）
小樽営業所長
札幌営業所長

取締役
（総務部長） 北村富三 中央大学法学部卒 雄別炭礦

（1940年）
茂尻礦業所副長
総務部副長

監査役 広瀬慎吾 東京商科大学卒 三菱鉱業
（1935年）

取締役営業部長
常務取締役

監査役 寺田政雄 東京帝大工学部卒 三菱鉱業
（1934年）

取締役雄別礦業所長
取締役副社長

出典）雄別炭礦株式会社（1969）4-6頁より作成。
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三
、
労
働
者
の
移
動
に
つ
い
て
の
分
析

つ
づ
い
て
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
う
ち
、
畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
）
や
笠
原
良
太

（
二
〇
二
二
）
で
紹
介
さ
れ
た
尺
別
炭
礦
を
の
ぞ
く
、
雄
別
炭
礦
お
よ
び
上
茶
路
炭
礦

の
労
働
者
た
ち
が
所
属
し
た
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
五

月
三
〇
日
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
労
働
者
の
移
動
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
こ

と
と
し
よ
う
。
そ
の
際
に
比
較
対
象
の
た
め
、
笠
原
良
太
（
二
〇
二
二
）
の
尺
別
炭

礦
の
労
働
者
た
ち
の
デ
ー
タ
を
併
記
す
る
。
た
だ
し
、
尺
別
炭
礦
の
労
働
者
の
デ
ー

タ
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
一
〇
月
の
も
の
で
あ
り
、
五
ヶ
月
間
の
ズ
レ
が
あ

る
こ
と
は
注
記
し
て
お
く
。

【
表
4
】
は
エ
リ
ア
別
の
労
働
者
の
移
動
先
を
、【
表
5
】
は
都
道
府
県
別
の
労
働

差
の
移
動
先
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
閉
山
後
三
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い

な
い
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
が
不
明
者
等
数
五
八
名
（
三
・
八
％
）
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
八
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
る
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
で
は
不
明
者
等
数
一
四
一
名
（
一

七
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
不
明
者
等
に
は
、
文

字
通
り
再
就
職
先
が
不
明
な
者
だ
け
で
な
く
未
就
業
者
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
場
合
に
は
未
就
業
者
が
、
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
の

場
合
に
は
不
明
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
そ
れ
以
上
分
か
ら
な
い
。

具
体
的
な
移
動
先
と
し
て
は
北
海
道
内
が
最
多
で
あ
る
。
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
で

六
七
九
名
（
四
四
・
七
％
）
を
、
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
で
二
七
一
名
（
三
三
・
一
％
）

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
組
合
員
で
北
海
道
内
に
居
住
す

る
者
に
つ
い
て
【
表
6
】
を
作
成
し
た
。
比
較
対
象
と
し
て
、
畑
山
直
子
（
二
〇
二

〇
）
の
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
再
就
職
し
た
者
と
未
就
職
者
を
厳
密

に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
雄
別
炭
礦
労
働
組

合
の
デ
ー
タ
は
一
九
七
〇
（
昭

和
四
五
）
年
三
月
か
ら
七
月
ま

で
の
ど
こ
か
の
時
点
の
調
査
で

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
調
査
月

日
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

他
の
表
と
は
異
な
り
合
計
値
が

七
〇
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
先

述
の
五
月
三
〇
日
付
の
デ
ー
タ

よ
り
も
未
就
職
者
が
多
い
こ
と

か
ら
判
断
す
る
に
、
三
月
か
ら

五
月
の
間
の
デ
ー
タ
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

【
表
6
】
に
よ
る
と
一
見
、
先

行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

た
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
（
尺
炭

労
）
の
事
例
と
は
こ
と
な
り
、

雄
別
炭
礦
労
働
組
合
（
雄
炭

労
）
の
場
合
に
は
釧
路
管
内
の

ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
デ
ー

タ
は
未
就
職
者
の
割
合
が
高

（
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）

【表4】労働者の移動先（地方別）
雄別炭礦 尺別炭礦

人数
（人） 割合 人数

（人） 割合

北海道 679 44.7% 271 33.1%
東北 10 0.7% 4 0.5%
関東 545 35.9% 308 37.7%

北信越 8 0.5% 1 0.1%
東海 180 11.8% 67 8.2%
近畿 15 1.0% 6 0.7%

中四国 24 1.6% 20 2.4%
九州 1 0.1% 0 0.0%

不明等 58 3.8% 141 17.2%
合計 1520 100.0% 818 100.0%

出典）�雄別炭礦労働組合（1970）112頁および笠原良
太（2022）89頁より作成。

【表5】労働者の移動先（上位の都道府県）
雄別炭礦 尺別炭礦

都道府県 人数
（人） 割合 都道府県 人数

（人） 割合

1位 北海道 679 44.7% 北海道 271 33.1%
2位 千葉 223 14.7% 神奈川 118 14.4%
3位 神奈川 176 11.6% 千葉 88 10.8%
4位 静岡 94 6.2% 埼玉 49 6.0%
5位 愛知 59 3.9% 東京 30 3.7%
6位 埼玉 49 3.2% 静岡 30 3.7%
7位 東京 36 2.4% 愛知 29 3.5%
8位 栃木 27 1.8% 茨城 19 2.3%
9位 広島 24 1.6% 広島 18 2.2%
10位 岐阜 18 1.2% 三重 8 1.0%

出典）�雄別炭礦労働組合（1970）112頁および笠原良太（2022）89頁よ
り作成。
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い
。
具
体
的
に
は
釧
路
管
内
に
お
け
る
未
就

職
者
は
一
一
四
名
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
そ
の
傾
向
を
排
除
す
る
と
、
お
お
よ
そ
先

行
研
究
の
状
況
と
近
似
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

移
動
先
と
し
て
は
、
雄
別
炭
礦
が
位
置
す

る
釧
路
管
内
が
三
九
・
八
％
（
炭
鉱
を
除
く

と
五
九
・
三
％
）
と
最
も
高
く
、
つ
づ
い
て

夕
張
市
・
砂
川
市
・
芦
別
市
と
い
っ
た
炭
鉱

地
帯
の
空
知
管
内
が
三
五
・
六
％
、
札
幌
市

を
抱
え
る
石
狩
管
内
が
一
二
・
一
％
（
炭
鉱

を
除
く
と
一
九
・
一
％
）、
室
蘭
市
や
苫
小
牧

市
を
抱
え
る
胆
振
管
内
が
六
・
三
％
（
炭
鉱

を
除
く
と
九
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
近

距
離
の
移
動
、
炭
鉱
へ
の
移
動
、
道
都
へ
の

移
動
、
工
業
都
市
へ
の
移
動
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
内
へ
の
移
動
の
詳
細
を
確

認
す
る
た
め
に
、【
表
6
】
と
同
じ
デ
ー
タ
を
用
い
て
ま
ず
【
表
７－

１
】
お
よ
び

【
表
７－

２
】
を
作
成
し
た
。
こ
の
二
つ
の
表
は
北
海
道
内
の
炭
鉱
へ
と
移
動
し
た
離

職
者
た
ち
を
対
象
に
、【
表
７－

１
】
で
は
炭
鉱
別
の
、【
表
７－

２
】
で
は
企
業
グ

ル
ー
プ
別
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
研
究
史

で
扱
わ
れ
て
き
た
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
側
の
デ
ー
タ
と
、
本
稿
で
新
た
に
取
り
上
げ

て
い
る
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
側
の
デ
ー
タ
と
で
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

【表6】北海道内の移住地（雄炭労）
地域 人数（人） 割合 うち炭鉱 炭鉱を除く割合 尺炭労

釧路管内 280 39.8% 16 59.3% 36.2%
空知管内 250 35.6% 241 2.0% －
石狩管内 85 12.1% 0 19.1% 26.2%
胆振管内 44 6.3% 0 9.9% 14.1%
十勝管内 11 1.6% 0 2.5% 9.4%
オホーツク管内 9 1.3% 0 2.0% －
その他 24 3.4% 1 5.2% 14.1%
合計 703 100.0% 258 100.0% 100.0%

出典）雄別炭礦労働組合（1970）1-48、102-111および畑山直子（2020）163頁より作成。
注）割合は小数点第2位以下を四捨五入している。

【表7−1】北海道内の炭鉱への移動（炭鉱別）
三菱系 三井系 住友系

南大夕張 大夕張 芦別 砂川 赤間 歌志内 奔別 赤平

雄炭労 69 5 50 11 4 8 23 30
26.7% 1.9% 19.4% 4.3% 1.6% 3.1% 8.9% 11.6%

尺炭労 28 21 14 12 0 0 4 22
22.4% 16.8% 11.2% 9.6% 0.0% 0.0% 3.2% 17.6%

合計 97 26 64 23 4 8 27 52
25.3% 6.8% 16.7% 6.0% 1.0% 2.1% 7.0% 13.6%

北炭系 その他 合計空知 平和 夕張 幌内 清水沢 羽幌 然別 鹿島 雄別（残務）

雄炭労 4 11 16 9 1 1 3 0 13 258
1.6% 4.3% 6.2% 3.5% 0.4% 0.4% 1.2% 0.0% 5.0% 100.0%

尺炭労 0 1 4 7 6 1 0 1 4 125
0.0% 0.8% 3.2% 5.6% 4.8% 0.8% 0.0% 0.8% 3.2% 100.0%

合計 4 12 20 16 7 2 3 1 17 383
1.0% 3.1% 5.2% 4.2% 1.8% 0.5% 0.8% 0.3% 4.4% 100.0%

出典）雄別炭鉱労働組合（1970）1-48頁、102-111頁および畑山直子（2020）163頁より作成。
注）割合は小数点第2位以下を四捨五入している。
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一
つ
目
は
、
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
か
ら
の
離
職

者
の
場
合
に
は
三
菱
系
の
炭
鉱
へ
の
移
動
が
四

二
・
四
％
も
占
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
雄
別
炭

礦
労
働
組
合
の
場
合
に
は
二
八
・
七
％
に
過
ぎ
な

い
点
で
あ
る
。
そ
の
分
、
住
友
系
の
炭
鉱
が
二
五
・

二
％
、
三
井
系
の
炭
鉱
が
二
三
・
六
％
と
い
う
よ

う
に
三
菱
系
と
遜
色
な
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、

北
炭
系
の
炭
鉱
も
一
五
・
九
％
を
占
め
て
い
た
。

尺
別
炭
礦
労
働
組
合
側
と
は
異
な
り
、
雄
別
炭
礦

労
働
組
合
側
の
離
職
者
の
移
動
デ
ー
タ
か
ら
は
、

雄
別
炭
礦
と
三
菱
鉱
業
と
の
関
係
性
の
影
響
を
看

取
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先

行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
三
菱
系
へ
の
労
働
移

動
の
多
さ
と
い
う
側
面
は
、
偶
然
的
に
生
じ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

も
う
一
つ
は
、
尺
別
炭
礦
か
ら
の
離
職
者
が
多

く
移
動
し
て
い
た
炭
鉱
が
、
必
ず
し
も
雄
別
炭
鉱

か
ら
の
離
職
者
も
ま
た
多
く
移
動
し
た
炭
鉱
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
尺
別
炭
礦
か
ら
炭
鉱
へ
再
就

職
し
た
う
ち
一
六
・
八
％
（
二
一
人
）
を
占
め
て
い
た
三
菱
大
夕
張
炭
鉱
は
、
雄
別

炭
礦
か
ら
炭
鉱
へ
再
就
職
し
た
う
ち
の
一
・
九
％
（
五
人
）
し
か
占
め
て
い
な
い
。

逆
に
、
尺
別
炭
礦
か
ら
炭
鉱
へ
再
就
職
し
た
う
ち
三
・
四
％
（
四
人
）
し
か
占
め
て

い
な
か
っ
た
住
友
奔
別
炭
鉱
は
、
雄
別
炭
礦
か
ら
炭
鉱
へ
再
就
職
し
た
う
ち
の
八
・

九
％
（
二
三
人
）
を
占
め
て
い
る
。

嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
員
の
事
例
と
し
て
「
職
場

で
信
頼
の
お
け
る
人
や
リ
ー
ダ
ー
的
人
物
の
判
断
に
従
う
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
あ
の
人
が
い
く
の
な
ら
自
分
も
い
き
た
い
」
と
決
め
る
ケ
ー

ス
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
リ
ク
ル
ー
タ
ー
側
も
（
中
略
）
心

得
て
い
て
、
人
望
の
厚
そ
う
な
人
物
や
職
員
層
に
声
が
け
し
、
彼
ら
に
仲
間
集
め
を

依
頼
し
て
、
同
時
に
職
員
を
抱
き
合
わ
せ
採
用
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
つ

な
が
り
」
に
よ
る
採
用
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
尺
別
炭
礦
の
離
職
者
と
雄
別
炭
礦

の
離
職
者
と
で
、
そ
の
移
動
先
に
違
い
が
生
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
を
、
北
海
道
内
の
他
産
業
へ
の
就
職
先
に
関
す
る
【
表
8
】
か
ら
も
確
認

し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
れ
は
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
員
に
つ
い
て
の
み
の
表
で

あ
る
。
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
（
阿
寒
町
）
が
あ
っ
た
釧
路
管
内
に
属
す
る
釧
路
市
・

阿
寒
町
・
白
糠
町
の
企
業
が
多
い
も
の
の
、
石
狩
管
内
（
札
幌
市
・
石
狩
町
）
や
胆

振
管
内
（
室
蘭
市
・
登
別
町
・
白
老
町
）
の
企
業
名
も
並
ん
で
い
る
。

畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
、
一
六
三
頁
）
に
よ
る
と
、
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
の
離
職

者
た
ち
の
北
海
道
内
で
の
再
就
職
先
と
し
て
は
、
炭
鉱
以
外
だ
と
菱
中
海
陸
運
輸
株

式
会
社
（
苫
小
牧
市
、
一
〇
人
）、
釧
路
製
作
所
小
樽
工
場
（
小
樽
市
、
七
人
）、
札

鶴
ベ
ニ
ヤ
株
式
会
社
白
糠
工
場
（
白
糠
町
、
七
人
）、
今
野
産
業
株
式
会
社
（
苫
小
牧

市
、
六
人
）
な
ど
が
上
位
の
就
職
先
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の

企
業
は
、【
表
8
】
の
上
位
に
登
場
し
て
こ
な
い
。
釧
路
管
内
や
胆
振
管
内
の
企
業
で

あ
っ
て
も
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
離
職
者
た
ち
の
再
就
職
先
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

逆
に
、【
表
8
】
に
登
場
し
て
い
る
企
業
名
の
大
半
は
畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
）
で
は

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
釧
路
製
作
所
の
よ
う
に

人
数
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
炭
鉱
以
外
の
そ
の
他
の
産
業
に
お
い
て
も
、
嶋
﨑

尚
子
ら
が
提
唱
し
た
「
つ
な
が
り
」
に
よ
る
移
動
が
行
わ
れ
た
結
果
と
し
て
、
雄
別

（
14
）

【表7−2】北海道内の炭鉱への移動（企業別）
雄炭労 尺炭労 合計

三菱系 74 28.7% 53 42.4% 127 33.2%
三井系 61 23.6% 26 20.8% 87 22.7%
住友系 65 25.2% 26 20.8% 91 23.8%
北炭系 41 15.9% 17 13.6% 58 15.1%
その他 17 6.6% 3 2.4% 20 5.2%
合計 258 100.0% 125 100.0% 383 100.0%

出典）雄別炭礦労働組合（1970）1-48、102-111および畑山直子（2020）162頁より作成。
注）割合は小数点第2位以下を四捨五入している。
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炭
礦
労
働
組
合
側
と
尺
別
炭
礦
労
働
組
合
側
と
で
再
就
職
先
が
異
な
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

次
に
、【
表
9
】
に
北
海
道
外
の
企
業
へ
の
再
就
職
を
掲
載
し
た
た
め
、【
表
4
】

【
表
5
】
の
地
域
・
都
道
府
県
別
の
移
動
先
も
踏
ま
え
つ
つ
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し

よ
う
。
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
の
離
職
者
た
ち
は
、
地
域
・
都
道
府
県
別
で
は
千
葉
県
・

神
奈
川
県
へ
の
移
動
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
を
超
え
て
お
り
、
静
岡
県
や
愛
知
県
が
そ
れ

に
続
い
て
い
た
。
離
職
者
が
ま
と
ま
っ
て
移
動
し
た
企
業
を
み
て
も
そ
の
傾
向
は
一

致
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
人
数
に
よ
る
「
つ
な
が
り
」
の
移
動
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
）
の
尺
別
炭
礦
の
離
職
者
た
ち
の
移

動
先
の
上
位
一
〇
社
の
う
ち
、
雄
別
炭
礦
の
離
職
者
の
移
動
先
上
位
（
一
〇
人
以
上

の
移
動
者
）
で
も
登
場
す
る
の
は
富
士
パ
ル
プ
・
常
石
造
船
・
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱

の
三
社
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
多
く
の
採
用
企
業
の
場
合
、
雄
別

の
地
で
の
「
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
つ
つ
、
雄
別
炭
礦
側
か
尺
別
炭
礦
側
か
に
偏
っ

て
採
用
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
【
表
9
】
に
は
興
味
深
い
事
実
も
隠
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
大
日
本
給
食
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
と
し
て
は
一
社
で
あ
る
が
、
そ

の
職
場
は
全
国
に
点
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
採
用
さ
れ
て
も
基
本
的
に
は
別
々

の
地
へ
と
移
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
、「
つ
な
が
り
」
は
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
誰
と
も
同
一
で
は
な
い
一
人
き
り
の
職
場
へ
と
移
動
し
て

【表8】北海道内の他産業への移動（企業別）
企業名 立地 人数（人）

扶桑建設 登別町・白老町 11
三和工業 室蘭市・登別町 10
菊谷建設 石狩町 8
北一水産加工 白糠町 7
松田電気 釧路市 6
札幌通運 札幌市 6
本州製紙 釧路市 5
釧路重工業 釧路市 5
高橋林産 阿寒町 4
釧路製紙 釧路市 4
葵砿発 釧路市 4
東方測量 釧路市 4
松岡運輸 札幌市 3
中道機械製作所 札幌市 3
村井建設 釧路市 3
釧路練炭 釧路市 3
釧路製作所 釧路市・小樽市 3
釧路北文水産加工所 釧路市 3
宇部コンクリート 北見市・中標津町 3
石山ブロック 白老町 3

出典）雄別炭礦労働組合（1970）1-48頁、102-111頁より作成。

【表9】北海道外の主な就職先（雄別炭礦）
就職先 所在地 職員 労働者 合計

関東自動車 神奈川県・静岡県 2 44 46
キャタピラー三菱 神奈川県 2 39 41
日立習志野 千葉県 1 31 32
吾嬬製鋼 千葉県 2 28 30
浜田重工 千葉県 28 28
矢崎資源・電線・工機 静岡県 24 24
日本弁管 東京都・群馬県 21 21
常石造船 広島県 2 19 21
太平工業 千葉県 19 19
堀切バネ 千葉県 1 17 18
日産自動車 神奈川県 16 16
三井造船 千葉県 14 14
スパンクリート製造 栃木県 4 9 13
東京鉄鋼 東京都・埼玉県 1 12 13
岡崎工業 千葉県 13 13
三晃プラスティック 茨城県・千葉県 2 11 13
トビー工業 愛知県 1 12 13
日本建鉄 千葉県 12 12
紅三 栃木県 1 10 11
日本フルハーフ 神奈川県 11 11
大日本給食 全国各地 3 8 11
日本ロックラーパイプ 神奈川県 5 5 10
富士パルプ 神奈川県 3 7 10
鶴田石材 三重県 3 7 10

出典）雄別炭礦労働組合（1970）より作成。
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い
っ
た
者
は
、
職
員
一
六
名
、
労
働
者
七
三
名
の
合
計
八
九
名
が
い
た
。
こ
れ
は
雄

別
炭
礦
の
離
職
者
の
内
一
一
・
三
％
に
あ
た
る
。
こ
の
一
割
強
の
人
々
は
、
自
発
的

に
か
嫌
々
な
が
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
雄
別
炭
礦
で
の
人
間
関
係
を
断
つ
こ
と
に

よ
っ
て
再
出
発
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

四
、
社
会
的
背
景

こ
れ
ま
で
雄
別
炭
礦
の
離
職
者
た
ち
の
再
就
職
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
尺

別
炭
礦
の
事
例
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
北
海
道
内
外
で
の
高
い
就
職
率
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
。
他
炭
鉱
と
比
べ
て
高
い
就
職
率
は
、
結
論
か
ら
言
う
な
ら
ば
雄

別
炭
礦
株
式
会
社
が
解
散
し
た
一
九
七
〇
年
二
月
末
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に

重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
経
済
は
一
九
六
五

（
昭
和
四
〇
）
年
一
一
月
か
ら
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
七
月
に
か
け
て
五
七
ヶ
月

間
も
好
景
気
が
つ
づ
き
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
と
呼
ば
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
と
い
う
長
期
の
好
景
気
の
局
面
に
お
い
て
も
、

労
働
需
要
に
つ
い
て
は
常
に
引
く
手
数
多
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
九

六
九
（
昭
和
四
四
）
年
度
の
『
経
済
白
書
』
に
よ
る
と
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）

年
か
ら
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
へ
の
変
化
と
し
て
①
若
年
層
（
一
五
～
一
九
歳
）

の
就
職
率
の
上
昇
と
、
②
女
子
中
高
年
齢
層
の
就
職
率
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
同
年
の
『
労
働
白
書
』
は
よ
り
直
接
的
に
言
及
し
て
お
り
、「
若
年
層
中
心
の

労
働
力
不
足
は
、
一
般
の
中
高
年
女
子
へ
の
代
替
需
要
を
拡
大
し
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
増
加
等
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
」
と
し
、
し
か
も
「
中
高
年
女
子
の
労
働
市

場
が
、
就
業
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
労
働
力
不
足
を
背
景
に
拡
大
し
は
じ
め
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
卒
・
高
卒
労
働
者
に
つ
づ
い
て
中
高
年
女
性
の
パ
ー
ト

（
15
）

（
16
）

タ
イ
ム
労
働
が
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
前
半
に
は
よ
く
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
『
経
済
白
書
』
に
戻
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
女
子
労
働
力
と
男
子
中
高
年
齢
層
を
よ
り
活
用
す
る
必
要
性
が
唱
え

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
翻
っ
て
み
る
と
、
結
婚
し
て
子
育
て
期
間
に
あ
る
女

子
労
働
力
と
、
解
雇
な
り
退
職
を
し
て
無
職
と
な
っ
た
中
高
年
の
男
子
労
働
者
は
、

こ
の
時
期
の
労
働
市
場
に
お
い
て
さ
え
敬
遠
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

特
に
「
四
〇
才
以
上
の
層
で
は
求
職
者
数
に
対
し
て
就
職
者
は
少
な
」
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
育
成
を
目
的
と
す
る
若
年
労
働
者
と
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
前
で
あ
る
た
め
に
低
賃
金
で
働
か
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
女
子
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
働
き
口
は
あ
っ
て
も
、
勤
務
期
間
が
短
く
し
か
も
賃
金
が
相
対
的

に
高
い
中
高
年
の
男
子
労
働
者
は
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
下
で
あ
っ
て
も
そ
の
前
半
期
に

は
企
業
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
か
ら
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
、
若
年
労
働
者
の
流
入
が
減
少
に
転
じ
て
い
く
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）

年
に
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
生
ま
れ
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
た
ち
（
団
塊
の
世
代
）
が

一
九
歳
～
二
一
歳
と
な
っ
て
お
り
、
中
卒
者
だ
け
で
な
く
高
卒
者
の
新
規
採
用
も
終

わ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
は
新
規
学
卒
者
以
外
に
お
い

て
も
労
働
市
場
は
逼
迫
し
て
い
き
、「
労
働
力
の
充
足
難
の
た
め
、
企
業
に
と
っ
て
必

要
な
労
働
者
が
欠
員
の
ま
ま
充
足
さ
れ
な
い
状
況
が
み
ら
れ
、（
中
略
）
求
人
の
未
充

足
の
状
況
は
中
小
企
業
ほ
ど
著
し
い
が
、
従
業
員
一
、〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で

も
、
未
充
足
の
ま
ま
一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
求
人
が
六
割
近
く
み
ら
れ
る
」
状

況
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
ま
ま
推
移
し
て
い
き
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
度
の
『
経
済
白
書
』

で
は
二
年
前
と
は
異
な
っ
た
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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は
、「
い
ぜ
ん
若
年
労
働
力
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
若
年
労
働
力
が
新
し
い
技
術

や
環
境
に
最
も
柔
軟
に
適
応
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
年
功
序

列
の
賃
金
体
系
の
も
と
に
あ
つ
て
は
賃
金
の
低
い
若
年
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が

有
利
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
」
と
ま
ず
は
叙
述
す
る
。
労
働
の
需
要
側
の
状
況
は
、

そ
れ
以
前
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
続
い
て
、「
若
年
労
働
力

の
不
足
が
著
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
企
業
で
は
中
途
採
用
者
を
ふ
や
さ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
、
終
身
雇
用
制
の
強
い
大
企
業
で
も
、
最
近
は
（
中
略
）
転
職
者
の
受
入
れ

が
3
割
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
中
小
企
業
で
は
、
新
規
学
卒
者
と
中

途
採
用
者
と
が
相
半
ば
す
る
に
い
た
つ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
デ
ー
タ
の
紹
介
が

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
若
年
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
状
況
下
で
、

中
高
年
の
男
子
労
働
者
が
再
就
職
先
を
探
す
こ
と
も
相
対
的
に
容
易
に
な
っ
て
い
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
述
し
た
よ
う
に
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
が
解
散
し
た
の
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）

年
二
月
末
で
あ
り
、
同
年
五
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
で
九
四
％
の
高
い
再
就
職
率
を
誇
っ

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
の
九
ヶ
月
間
で
九
六
％
以
上
ま
で
再
就
職
率
を
上
げ
る
も
の
の
、

こ
の
解
散
後
の
最
初
の
三
ヶ
月
間
が
重
要
で
あ
る
。
三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）
で
も
、

会
社
側
に
よ
る
再
就
職
の
斡
旋
が
こ
の
三
ヶ
月
間
に
急
い
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
懐

し
て
い
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
最
終
局
面
で
あ
る
一
九
七

〇
（
昭
和
四
五
）
年
を
よ
り
詳
細
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

【
表
10
】
は
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
七
月
～
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
二
月

ま
で
の
全
国
の
新
規
求
人
倍
率
お
よ
び
有
効
求
人
倍
率
（
と
も
に
新
規
学
卒
者
を
除

い
た
一
般
求
人
倍
率
）
に
つ
い
て
の
表
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
転
職
者
な
ど
の
中

途
採
用
者
に
つ
い
て
の
状
況
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
が
解
散
し

た
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
二
月
末
か
ら
三
ヶ
月
間
で
九
四
％
も
の
再
就
職
率
を

（
21
）

誇
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
前
後
の
半
年
間
ほ
ど
の
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
表
示
し

て
あ
る
。

い
ざ
な
ぎ
景
気
の
下
で
労
働
力
不
足
が
高
ま
っ
て
い
た
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の

需
要
は
先
述
の
よ
う
に
若
年
労
働
者
が
先
行
し
集
中
し
て
い
た
た
め
、
転
職
者
な
ど

の
中
高
年
労
働
者
が
含
ま
れ
る
一
般
求
人
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
済
）
が
一
・

四
〇
倍
を
超
え
た
の
は
、
よ
う
や
く
と
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
一
一
月
の
こ
と

【表10】新規求人倍率および有効求人倍率（全国）

新規求人倍率 季節調整済
前月比 有効求人倍率 同

季節調整済

1969年

7月 11.9 5.1 1.2 1.32 
8月 7.9 -7.4 1.4 1.31 
9月 19.8 11.0 1.6 1.32 

10月 25.1 8.6 1.7 1.39 
11月 15.6 -7.5 1.7 1.42 
12月 25.7 10.4 1.3 1.50 

1970年

1月 15.0 -10.8 1.2 1.52 
2月 16.8 1.3 1.3 1.48 
3月 18.2 3.8 1.4 1.45 
4月 6.3 -8.2 1.4 1.42 
5月 9.0 2.2 1.5 1.42 
6月 12.6 5.2 1.5 1.42 
7月 -0.2 -9.4 1.3 1.42 
8月 -0.9 -1.2 1.4 1.38 
9月 4.2 10.9 1.6 1.39 

10月 -3.4 -1.1 1.7 1.37 
11月 -8.4 -8.4 1.6 1.34 
12月 -4.0 4.7 1.2 1.32 

1971年 1月 -12.7 -9.7 1.1 1.25 
2月 -12.2 0.4 1.1 1.22 

出典）日本銀行調査部編（1970a ～ d）（1971a･b）より作成。
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で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
日
本
万
国
博
覧
会
に
関
連
す
る

工
事
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
新
規
求
人
倍
率
は
大
幅
な
減
少
へ
と
転
じ
て
い

く
。
こ
う
し
て
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
済
）
は
、
早
く
も
一
九
七
〇
（
昭
和
四

五
）
年
一
月
を
ピ
ー
ク
に
下
降
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
が
解
散
し
て
職
員
・
労
働
者
た
ち
が
再
就
職
活
動
を
行
っ
て

い
た
時
期
は
、
こ
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
終
盤
に
お
け
る
一
般
求
人
の
有
効
求
人
倍
率

（
季
節
調
整
済
）
が
ピ
ー
ク
か
ら
下
降
を
は
じ
め
た
直
後
か
ら
の
数
か
月
間
で
あ
っ

た
。
会
社
が
解
散
し
た
二
月
は
一
・
四
八
倍
で
あ
っ
た
が
、
三
月
に
は
一
・
四
五
倍
、

四
月
に
は
一
・
四
二
倍
と
下
が
っ
て
い
き
、
そ
の
ま
ま
七
月
ま
で
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
く
。

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
八
月
に
は
再
び
一
般
求
人
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節

調
整
済
）
は
一
・
四
〇
倍
を
下
回
り
、
同
年
十
一
月
か
ら
は
大
き
く
下
落
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
雄
別
炭
礦
の
離
職
者
た
ち
は
、
全
国
的
に
中
高
年
労
働
者
の
中
途
採

用
に
つ
い
て
も
大
企
業
・
中
小
企
業
と
も
に
積
極
的
で
あ
っ
た
例
外
的
な
時
期
に
、

再
就
職
活
動
を
行
う
好
運
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
炭
鉱
離

職
者
の
再
就
職
に
関
す
る
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
困
難
さ
に
は
直
面
せ

ず
、
人
々
は
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
次
な
る
職
場
へ
と
転
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に

戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
企
業
は
他
社
の
手
垢
の
つ
い
て
い
な
い
新
卒
者

の
採
用
を
志
向
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
最
終
局

面
で
あ
る
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
前
半
に
解
散
し
た
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
に
お

（
22
）

い
て
は
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
職
員
・
労
働
者
た
ち
は
極
め
て
ス
ム
ー
ス
に
再
就
職

に
成
功
し
て
次
な
る
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
雄
別
炭
礦
の
ケ
ー
ス
は
、
他
の
炭
鉱

の
離
職
者
た
ち
の
再
就
職
の
事
例
と
比
べ
て
も
極
め
て
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

三
菱
系
の
色
合
い
が
比
較
的
に
は
強
か
っ
た
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
で
あ
っ
た
が
、
職

員
・
労
働
者
た
ち
の
再
就
職
先
は
三
菱
系
に
限
ら
ず
他
の
財
閥
系
や
中
小
企
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
た
。
ま
た
、
再
就
職
先
の
所
在
地
も
北
海
道
内
（
炭
鉱
・
非
炭
鉱
）

に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
東
地
方
や
東
海
地
方
な
ど
の
企
業
に
も
及
ん
だ
。

そ
の
理
由
は
、
ひ
と
え
に
景
気
状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ざ
な
ぎ
景
気
の

終
盤
に
お
よ
ん
で
つ
い
に
若
年
労
働
力
の
不
足
が
極
め
て
著
し
く
な
り
、
し
か
も
中

高
年
女
性
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
で
の
採
用
も
か
な
り
進
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
企

業
と
し
て
は
、
年
功
序
列
賃
金
の
も
と
で
は
あ
ま
り
望
ま
な
か
っ
た
中
高
年
の
男
性

労
働
者
を
中
途
採
用
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
人
手
不
足
が
切
羽
詰
ま
っ
た
問
題
と
し
て

降
り
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
会
社
側
に
よ
る
再
就
職
の
斡
旋
が
、
最
初
の
三
ヶ

月
間
に
集
中
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
雄
別
炭

礦
株
式
会
社
が
解
散
し
た
時
点
で
の
離
職
者
た
ち
の
再
就
職
は
、
炭
鉱
離
職
者
の
動

向
と
し
て
は
例
外
的
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
本
稿
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
現
代
の
労
働
力
不
足
に
つ
い
て
言
及
し

て
お
こ
う
。
現
在
の
日
本
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
、
団
塊
の
世
代
が
七
〇
代
後
半

に
は
い
っ
て
労
働
市
場
か
ら
ほ
ぼ
退
場
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
少
子
化
の
進
展
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
労
働
力
に
つ
い
て
も
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
っ

て
男
性
と
同
じ
正
規
職
員
に
就
く
者
も
増
え
、
専
業
主
婦
が
減
っ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
の
担
い
手
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
将
来
的
に
も
労
働
力
不
足
が
容
易

に
解
消
さ
れ
る
状
況
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
今
後
の
日
本
社
会
に
待
ち
受
け
て
い
る
事
態
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
い
ざ
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な
ぎ
景
気
の
最
終
局
面
で
解
散
し
た
雄
別
炭
礦
の
離
職
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
中

高
年
で
あ
っ
て
も
引
く
手
あ
ま
た
に
再
就
職
を
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
状
況

だ
と
思
わ
れ
る
。
炭
鉱
離
職
者
と
し
て
は
好
運
で
例
外
的
な
事
例
で
あ
っ
た
雄
別
炭

礦
の
離
職
者
の
ケ
ー
ス
が
、
一
般
的
な
事
例
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
本
稿
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
勿
論
、
そ
の
再
就
職
に
は
地
域
的
な

偏
在
や
職
種
の
偏
り
は
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
戦
後
日
本
の
特
徴
と
は
異
な
り
転

職
市
場
の
活
性
化
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
中
長
期
的
に
は
、
新
卒
至
上
主

義
・
長
期
勤
続
・
年
功
序
列
賃
金
な
ど
の
日
本
的
な
雇
用
慣
行
を
徐
々
に
変
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

注
（
1
）		

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
矢
田
俊
文
（
一
九
六
七
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
中
高
年

を
中
心
に
失
業
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
再
就
職
先
と
し
て
は
石
炭
産
業
・
建

設
・
運
輸
・
砕
石
土
砂
業
な
ど
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
後
に
矢
田
俊

文
（
一
九
七
五
）
第
八
章
に
採
録
さ
れ
た
。

（
2
）		

例
え
ば
、
戸
木
田
嘉
久
（
一
九
八
九
）
第
三
部
Ⅳ
で
は
、
遠
隔
地
で
あ
る
大
阪
な
ど

で
再
就
職
し
た
炭
鉱
離
職
者
た
ち
の
職
場
や
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

（
3
）		

平
将
志
（
二
〇
一
七
）、
平
将
志
（
二
〇
二
一
）、
平
将
志
（
二
〇
二
三
）
な
ど
の
一

連
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）		

雄
別
炭
礦
の
概
要
に
つ
い
て
は
石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）
二
一－

二
七
頁
お
よ
び

一
六
四
頁
に
よ
る
。

（
5
）		

三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）
九
四
頁
。

（
6
）		

石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）
二
九
頁
。

（
7
）		

市
原
博
（
一
九
九
七
）
三
七
〇－

三
七
一
頁
お
よ
び
嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
一
四
）
九－

一
一
頁
。

（
8
）		

石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）
二
九
頁
。

（
9
）		

雄
別
炭
礦
労
働
組
合
（
一
九
七
〇
）
一
一
二
頁
で
は
合
計
一
五
三
〇
人
の
組
合
員
の

再
就
職
先
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
数
値
を
計
算
し
て
い
く
と
一
五
二
〇
人
し
か
確

認
で
き
な
い
。
一
五
三
〇
人
は
単
純
な
計
算
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）		

三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）
九
三－

九
四
頁
。

（
11
）		

雄
別
炭
礦
鉄
道
株
式
会
社
（
一
九
五
五
）
五－

六
頁
。

（
12
）		

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
（
一
九
六
九
）
四－

五
頁
。

（
13
）		

閉
山
時
の
三
月
か
ら
雄
別
炭
礦
労
働
組
合
（
一
九
七
〇
）
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
七
〇

年
七
月
末
ま
で
の
間
の
ど
こ
か
の
時
点
で
あ
ろ
う
。

（
14
）		

嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
二
〇
）
一
七
八－

一
七
九
頁
お
よ
び
一
九
〇
頁
に
よ
る
と
、
尺
別

炭
鉱
か
ら
の
離
職
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
と
い
う
。

（
15
）		

経
済
企
画
庁
編
（
一
九
六
九
）
一
五
四－

一
五
五
頁
。

（
16
）		

労
働
省
編
（
一
九
六
八
）
三
九
頁
。

（
17
）		

経
済
企
画
庁
編
（
一
九
六
九
）
一
五
四－

一
五
五
頁
。

（
18
）		

労
働
省
編
（
一
九
六
八
）
二
五
頁
。

（
19
）		

労
働
省
編
（
一
九
六
九
）
五
〇
頁
。

（
20
）		

労
働
省
編
（
一
九
六
九
）
五
頁
。

（
21
）		

経
済
企
画
庁
（
一
九
七
一
）
一
三
二－

一
三
三
頁
。

（
22
）		

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
〇
ｂ
）
三
二
頁
。

参
考
文
献
一
覧

石
川
孝
織
編
（
二
〇
二
二
）『
雄
別
炭
砿
閉
山
50
年　

雄
別
・
尺
別
・
上
茶
路
』
釧
路
市
立
博

物
館
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市
川
博
（
一
九
九
七
）『
炭
鉱
の
労
働
社
会
史
』
多
賀
出
版

笠
原
良
太
（
二
〇
二
二
）「
石
炭
産
業
の
漸
次
的
撤
退
と
閉
山
離
職
者
の
子
ど
も
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
―
雄
別
炭
砿
株
式
会
社
尺
別
炭
砿
の
閉
山
と
中
学
生
に
関
す
る
追
跡
研
究
」

早
稲
田
大
学
博
士
学
位
申
請
論
文

経
済
企
画
庁
編
（
一
九
六
九
）『
昭
和
44
年
度
年
次
経
済
報
告
―
豊
か
さ
へ
の
挑
戦
―
』

経
済
企
画
庁

経
済
企
画
庁
編
（
一
九
七
一
）『
昭
和
46
年
度
年
次
経
済
報
告
―
内
外
均
衡
達
成
へ
の
道

―
』
経
済
企
画
庁

嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
一
三
）「
石
炭
産
業
の
収
束
過
程
に
お
け
る
離
職
者
支
援
」『
日
本
労
働
研

究
雑
誌
』
第
五
五
巻
第
一
二
号

嶋
﨑
尚
子
（
二
〇
二
〇
）「
尺
別
か
ら
の
転
出
―
「
縁
」
を
活
用
し
た
再
就
職
と
移
動
」（
嶋

﨑
尚
子
ほ
か
『〈
つ
な
が
り
〉
の
戦
後
史　

尺
別
炭
砿
閉
山
と
そ
の
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
』
青
弓
社
）

平
将
志
（
二
〇
一
七
）「「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
期
」
に
お
け
る
生
活
保
護
制
度
の
展
開
：
石
狩
、

常
磐
、
筑
豊
炭
田
の
比
較
か
ら
」
新
潟
大
学
博
士
学
位
申
請
論
文

平
将
志
（
二
〇
二
一
）「
北
松
炭
田
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者
救
済
：
長
崎
県
松
浦
市
を
事
例
と

し
て
」『
社
会
事
業
史
研
究
』
第
六
〇
号

平
将
志
（
二
〇
二
三
）「
構
造
的
不
況
都
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
救
済
：
高
度
成
長
期
の
長

崎
県
佐
世
保
市
を
事
例
と
し
て
」『
九
州
社
会
福
祉
学
』
第
一
九
号

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
〇
ａ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
〇
年
一
月
』
日
本
銀
行

調
査
部

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
〇
ｂ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
〇
年
四
月
』
日
本
銀
行

調
査
部

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
〇
ｃ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
〇
年
七
月
』
日
本
銀
行

調
査
部

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
〇
ｄ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
〇
年
一
〇
月
』
日
本
銀

行
調
査
部

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
一
ａ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
一
年
一
月
』
日
本
銀
行

調
査
部

日
本
銀
行
調
査
部
編
（
一
九
七
一
ｂ
）『
日
本
銀
行
調
査
月
報
一
九
七
一
年
四
月
』
日
本
銀
行

調
査
部

畑
山
直
子
（
二
〇
二
〇
）「
閉
山
後
の
再
就
職
―
離
散
か
ら
の
再
出
発
」（
嶋
﨑
尚
子
ほ
か

『〈
つ
な
が
り
〉
の
戦
後
史　

尺
別
炭
砿
閉
山
と
そ
の
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』
青
弓
社
）

三
輪
紀
元
（
二
〇
一
四
）「
第
四
次
石
炭
政
策
下
で
の
雄
別
炭
礦
株
式
会
社
の
企
業
ぐ
る
み
閉

山
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
九
号

矢
田
俊
文
（
一
九
六
七
）「
常
磐
炭
田
に
お
け
る
離
職
者
の
動
向
」『
地
理
学
評
論
』
第
四
〇

巻
第
九
号

矢
田
俊
文
（
一
九
七
五
）『
戦
後
日
本
の
石
炭
産
業
』
新
評
論

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
（
一
九
六
〇
）『
有
価
証
券
報
告
書
』
第
七
六
期
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
（
一
九
六
五
）『
有
価
証
券
報
告
書
』
第
八
六
期
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社

雄
別
炭
礦
株
式
会
社
（
一
九
六
九
）『
有
価
証
券
報
告
書
』
第
九
五
期
、
雄
別
炭
礦
株
式
会
社

雄
別
炭
礦
鉄
道
株
式
会
社
（
一
九
五
〇
）『
有
価
証
券
報
告
書
』
第
五
七
期
、
雄
別
炭
礦
鉄
道

株
式
会
社

雄
別
炭
礦
鉄
道
株
式
会
社
（
一
九
五
五
）『
有
価
証
券
報
告
書
』
第
六
六
期
、
雄
別
炭
礦
鉄
道

株
式
会
社

雄
別
炭
礦
労
働
組
合
編
（
一
九
七
〇
）『
雄
炭
労
組
合
員
住
所
録
45
・
7
・
1
現
在
』
雄
別
炭

礦
労
働
組
合

労
働
省
編
（
一
九
六
八
）『
昭
和
43
年
版
労
働
白
書
』
大
蔵
省
印
刷
局

労
働
省
編
（
一
九
七
〇
）『
昭
和
45
年
版
労
働
白
書
』
大
蔵
省
印
刷
局




